










『ラ マ ムアの花嫁 』 におけ る超 自然 的 な る もの
米 本 弘 一
『ラマム ア の花嫁 』(TheBrideOfLammermoor,1819)とい う作 品
の中 には,互 い に次元 を異 にす る二つ の世 界 が展 開 され てい る。 その一 っ
は,現 実 に起 こる事件 や人物 の行 動 か ら成 り立 ってい る。 この世界 は,個
々の 出来事の つなが りによ って ある結果 が もた らされ るとい う,論 理的 な
因果関係 によ って支配 されて いる 。 これに対 して,も う一 つの世界 は,予
言や迷信,伝 説 な ど,広 い意味 での超 自然 的 なもの をその構成 要素 として
い る。 そ して,こ の世 界は,論 理 的因果関係 を超 えた,非 合理 的 な世界 で
ある。 この二 つ の世 界 は,こ の作 品 においては,互 いに密接 な関係 を保 っ
て いる。非合理 的 な もの か ら成 る世 界は,決 して直接 には現実 の世 界 に介
入す る ことは ない。 しか し,こ の世 界は,象 徴 的 な意味 と暗示 に満 ちてお
り,現 実の世 界 と並行 して描 かれ ることによって,こ の 物語 に奥行 きを与
えてい るよ うに思 われ る。
この作 品は,ス コ ッ トの小 説の中 で も,も っ ともまと まった,緊 密 な構
成 を持 った もの と されてい る。 その ま とま りを作 り出 して いる ものの一つ
に,こ の非合理 的 な世 界の働 きがあ ると思 われ る。 そこで以下 に,ス コッ
トの超 自然的 な要 素の取 り扱 い と,そ れ らが作 り出す世 界の特質 と意昧 に
つ いて論 じて みた いと思 う。
1
『ラマ ムアの花嫁』 は,ス コッ トの初期 の小説の 最後 の もので あ る。彼
の初期 の小 説 はいずれ も,17世紀末 か ら18世紀 にかけて のス コ ッ トラ ン ド
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を舞 台 として いる。 この時 代 のス コッ トラン ドは,イ ングラン ドとの政詒
的統 合 によ り,封 建 的社会 か ら近 代的社会へ と急激 に変化 して い る。 この
変化 によって,新 旧の社会 の 間の価 値観 の対 立 が,さ ま ざまな形 で 生 じた。
この歴 史の変化 によ る対立,葛 藤 を,ス コ ッ トが どの よ うに描 いて い るカ・。
また,そ の対立 を どん な形 で調和 させ よ うとして い るか とい う問題 が ,彼
の初期 小説 を論 じる際 に特 に重視 され てい る。
この作品 において も,こ の対立 は,は っ きりと した形 で示 され て い噫る。
この点 で,こ の作品 は,そ れ以前 の もの と共通 の歴史的,社 会 的背 景 を持
ってい ると言 えよ う。 しか し,こ の作 品 が,そ れ以 前 の もの と大 き く異 な
ってい るの は,歴 史 の変化 によ る対 立 が,こ の物 語 では最後 まで和 解 させ
られ ることな く,悲 劇 的結末 を生 み出 している とい う点 で あ る。
この ことか ら,こ の作品 で は,ス ヨ ッ ドの歴史 の変化 に対す る態 度 が悲
観的 な もの にな ってい る とす る見方 もある。R.C.Gordonは,ス コッ ト
が,歴 史の変化 によって失 なわれて行 く古 きス コッ トラ ン ドの伝統 を惜 し
み,近 代社会 に反発 している として,こ の作品 を 「保守 党的悲観 論」("Tory
Pessimism")の物 語 と呼 んでい る。1)確か にこの物 語は,悲 観的 な雰 囲
気 を持 って いる。 しか し,そ れ をす ぐにスコ ッ トの保守性 と結 びっ けるの
は危 険 であ る。彼 は近代 的社会 の価値 も積極的 に認 めよ うと してお り,こ
の作 品 で も,そ の よ うな態度 を示 してい るか らで ある。
また,こ の物 語 が,歴史的状 況 によって生み出 された運命 の悲 劇 だ とす る
見 方は,古 くから多 くの批 評家 によって示 されて いる。 最近 で は,Donald
Cameronが,この作 品 には,ス コ ッ トの"historicalfatalism"があら
われ とい ると言 って いる。2)確かに,現 実の事件 のつ なが りとい うレベ ル
におい て見 るな らば,こ の意 見 は間違 ったもので はないよ うに思 われる。
当時の 社会的状況 や政治 的 な対立 が,こ の物 語 では,恋 人同士 の家 の間の
対 立 を生み,そ れ に個 々の人物 の性 格 が加 わ って,悲 劇 的結末 を引 き起 こ
して い る。
しか し,こ の物 語 を読 み終 えた時,わ れわれ が抱 く印象 は,そ のよ うな
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歴史的背景や個 々の事件のつながりによって悲劇 が生み出されたとい うも
のではない。悲劇的結末 は,物 語の最初か らすでに決定 されたもの として
示 されている。また,物 語の中のほとんどすべての要素がこの結末に向か
って収斂 して いる。 そこには,人 問の力ではどうしようもない,あ る避け
難 い流れの よ うなものが感 じられる。これを運命の力と呼んでもよいであ




その意味 において,こ の作品では,超 自然的 なものから成る非合理的世
界が重要な役割 を果たしている。この物語では,あ らゆる不吉な予感,予
言などは,必 ず後になって,現 実の事件 として実現 される。また,現 実の
状況 と類似 した伝説的物語が,事 実と並行 して語 られている。っまり,非
合理的な世界は,現 実の世界と重ね合わせて描 かれることによって,現 実
の出来事の背後 にひそむ運命の力を象徴 しているのである。 また,こ の世
界は,運 命 にとりつかれた人間の心理状態 をもあらわしている。そこでこ
こでは,そ の例 を,こ の物語の中で語られる二つの伝説によって見てみた
いと思 う。
主 人公Ravenswoodは,メ ランコ リッ クで激情 的 な性格 の持 ち主 とし
て描 かれて いるが,彼 の まわ りには,常 に,不 吉 な,死 を思 わせ るよ うな
雰囲 気 が漂 って いる。 また,彼 の家 に関係 す る ものはすべ て,不 吉 なもの,
悲劇 的 な運 命 を背負 った もの とされてい る。中 で も,Revenswood家の森
の中 にあ る"Mermaiden'sWell"と呼 ば れる泉 にまつ わ る伝 説は,重 要
な意味 を持 って いるOこ の泉 にはその昔,水 の精 と思 われる美 しい女 が住
んで いたが,彼 女はRavenswoodの先祖 と 恋 に 陥 る。 しか し,そ の
Ravenswoodが彼女 との約束 を破 り,彼女 の正体 を あば こうと したため,泉
の中 に隠れ,死 んで しま う。 それ以 来,こ の泉 は,Ravenswood家の者 に
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とって,不 吉 な場 所 とされて いる。 この伝 説 が,Ravens+NOOdとLucyの
恋 と重 ね合 わせ て語 られてい る。 また,重 要 な事 件 はすべ て この 泉 の ぽ と
りで起 こってい る。RavenswoodとLucyが初 めて言葉 をかわすの は こ
の場 所 で あ る。彼 は,猛 牛 に襲 われ,気 を失 ったLucyを この泉 に連 れ て
来 る。 そ こ に寝 か され,泉 の 水 にぬ れた彼女 の美 しい姿は,そ の 泉の 水 の
精の イメー ジと重 ね合 わせ て描 かれ てい る。
   It was on this ominous spot that Lucy Ashton first drew 
breath after her long and almost deadly swoon. Beautiful and 
pale as the fabulous Naiad in the last agony of separation from 
her lover, she was seated so as to rest with her back against 
a part of the ruined  wall,  .  .  .  .  (I, p.  66)"
この二 人 がひ そか に結婚 の約束 をす るの も この泉の ほ とりで あ る。 そ し
て,そ こで恋 人 を待 つLucyの 姿 にも,水 の精の イメー ジが認 め られ る。
ス コッ トぱ,彼 女 の美 しい姿 は,"ThemurdredNymphoftheFountain"
を思 わせ る と言 ってい る(1,p.262)。また,こ の泉 での秘密 の婚 約 の後,
カラス
ニ入がそこを立 ち去 ろ うとした時,二 人の上の木にとまっていた鳥が突然
何者かによって撃 ち落 とされる。その場面は次のように描 かれている。
As they arose to leave the fountain which had been witness of 
their mutual engagement, an arrow whistled through the air,  and 
struck a raven perched on the sere branch of an old oak, near 
to where they had been seated. The bird fluttered a few yards, 
and dropped at the feet of Lucy, whose dress was stained with 
some spots of its blood. (I, pp. 267-8)
鳥 の死 がRavenswoodの死 を,そ してその血 によ って服 を汚 され たLucy
の死 を暗 示 してい るこ とは,あ まりにも明 白で ある。 しか し,恋 人同士
の愛 の語 らいの直 後 の,こ の突然 の出来事 は,や は り衝撃 的 な もので ある。
この よ うに,"fatalspot"と何 度 も言 われて いる この泉 と,そ れ に関す る
伝説 は,RavenswoodとLucyの悲劇 的 な恋 と運 命 を暗示 している。
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その鳥 を撃 ち殺 した のは,Lucyの弟Henryであ る。Ravenswood家の
者 が い る所 で 鳥 を殺 す ことは非 常 に不吉 な運命 を招 くことにな ると言 って
詰問 す るRavenswoodに対 して,Henryはその理 由 をはっき りとは答 えな い。
この点で 意 味 を持 って くるの が,も う一人のRavenswoodの先祖,
MalisiusdeRavenswoodと呼 ば れ る人物 の伝説 で ある。Ravenswood家
の紋章 は"ablackbull'shead"1こ,"Ibidemytime"とい う言葉が刻
まれ たもので あ る。 ス、コ ッ トは,雄 牛 の 頭 は,"theancientsymbolof
death"であ る と言 ってい る(1,p.38)。領地 と城 を奪 われたMalisius
deRavenswoodは,城を奪 い返 すた めに,小 数 の部下 を連 れて,宴 会 の
夜 に城 に しの び込 む。 そ して,給 仕 に化 けた彼 は,牛 の頭 を乗せ た皿 をテ
ーブ ルに置 き ,"Ibidemytime"と叫 ぶ。 その合 図 と共 に,城 の持 ち主
は殺 され,城 は取 り戻 され る。
この伝 説の 中の状況 は,現 実 の物語 の状況 とよ く似 てい る。SirWilliam
Ashtonに城 と領 地 を奪 われ,そ れ によって 父 を殺 された と信 じている
Ravenswoodは,彼に復讐 して,財 産 を取 り戻 そうと機 会 をうかがっている。
SirAshtonの方 もRavenswoodを怖 れてお り,今 では彼 の もの となった
城の あちこ ちに刻 まれ たRavenswood家の紋章 を見て,現 在の状 況 に酷
似 した その伝 説 を思 い出 し,不 安 にか られる。 しか し,復 讐 をしよ うと,
Ravenswoodの森 にやって来 たRavenswoodは,偶然 にも,猛 牛 に襲 わ
れたSirAshtonとその娘Lucyを 救 って しま う。 彼の復讐 心の象徴 と
もい える牛の頭 を撃 ち抜 いて殺す とい うこの行為 は,彼 の気持 ちがLucy
への恋へ と変化 して行 くの を暗示 してい るよ うで もある。
しか し,SirAshtonの招 きに応 じてRavenswoodの城 に来たRavens-
woodを 見 て,Henryは 異常 なまでの 恐怖 を 示 す。 父親 に その 理 由 を
問 われて,彼 は"WhatmakeshimsolikethepictureofSir
MaliseRavenswood?"と答 える。そ して,城 の 中に まだ残 されてい る肖
像 画 の中のRavenswoodの先祖 が その まま抜 け出 して来 た よ うだ と言 う。
父親 は,彼 がその先祖 に似 てい るのは当然 の ことだ と言 うが,Henryの恐
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怖 はお さま らない。
 "A
y; but if he is come to chase us all out of the castle," said 
the boy, "and has twenty men at his back in disguise — and 
is come to say, with a hollow voice, I bide my time — and is to 
kill you on the hearth as Malise did the other man, and whose 
blood is still to be seen!  " (I, p. 247)
Henryは,Ravenswoodの姿 に何 か不吉 な もの を感 じ取 った の であろ
う。鳥 を撃 ち殺 すと言 う行 為 は,彼のRavenswoodへの恐怖 と,Ravenswood
の姉へ の接近 を拒 み たい とい う心理 の あらわれ とも考 え られ る。Lucyと
Bucklawとの結 婚 が決 まった時 ,Henryは姉 にむかって,次 のよ うに言 う。
I am glad you are to have Bucklaw after all, instead of  Ravenswood, 
who looked like a Spanish grandee come to cut our throats, and 
trample our bodies under foot. And I am glad the broad seas 
are between us this day, for I shall never forget how frightened 
I was when I took him for the picture of old Sir  Ma  lise walked 
out of the canvas. (II, p. 122)
Ravenswoodは運 命の 力 にと りつ かれ てお り,彼 は この運命 の流 れにょ
って,死 に向 かって まっ し ぐらに進 ま されて いる。 それ を象徴的 にあ らわ
す の に,こ れ らの伝 説 は有効 に使 われ てい る。 また,Ravenswood自身 も,
たび重 なる不可解 な出来事 や偶然 の連 続の 中 に,非 合理 的 な運命 の力 を感
じてい る。彼 はBucklawに"Thereisillluck,Ithink,inwhatever
belongstome."(1,p.97)と言 って いるQ
この運 命 と死 に とりつ かれたRavenswoodが,Lucyを も 自分 の悲 劇
的 な運 命 の流 れの中 に巻 き込 んで しま う。Ravenswoodは自暴 自棄 な行 動
を示 し,自 己破 滅的 な ところが あ り,あ まりわれ われの同情 を引 かない。
この物語 の運 命の 力によ る一番 の犠牲者 は ,や は りLucyであろ う。 ス コ
ッ トは,そ のよ うなLucyに 同情 して,物 語 の初 めの部 分で こ う言 って い
る。
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Her life had hitherto flowed on in a uniform and gentle 
tenor, and happy for her had not its present smoothness 
of current resembled that of the stream as it glides 
downwards to the waterfall! (I, p. 42)
また,彼 女 の従 順 で,ほ とん ど自己主張 ので きない性 格 をあ らわすの に,
"theflowerwhichisflungintoarunningstream"(1,P.40)とい う表現
が使 われて い る。彼女 は,さ か らい難 い運 命 の力 に流 されて いるとい う印
象 が強 い。.
RavenswoodはAshton家へ の復 讐 を事実 上 あ き らめ る。 しか し,Lucy
を恋 に陥 れ るこ とに よって彼女 を死 に至 らしめ,結 局 は別の形 で復讐 をと
げ るこ とに なって しま う。Ravenswoodに は,復 讐者Malisiusde
Ravenswoodのイメー ジが,Lucyには,Ravenswoodの先祖 によって殺
された水 の精 の イメー ジが,最 後 までつ きま とって い るよ うに思 われ る。
II
次 に,こ の作品 におけ る非合理的 世界 と人 間の心 の中の状 態 との関係 を
見 てみ よ う。
この物 語 の中 に描 かれて いる人物 は,ほ とん どが,あ る特定 の欲望 や 目
的 によ って支配 されて い る。 そのため,彼 らは正常 な判 断 を下す ことがで
きず,異 常 と思 われ るほ ど極 端 な行動 を示す 。 スコ ッ トは,人 間 の行動 を
支配 す る,こ の よ うな欲望 を,"passion"と呼 んで い る。 そして,こ の言
葉 は,こ の物語 の中 で は,あ ま り良 い意味 で は使 われて いない。Ravens-
woodを支 配 レてい るpassionは,初めは"revenge"に対 す るもので あ
り,後 にLucyへ の"love"への それに変 わ る。Lucyの 父,SirAshton
は,自 分 の地位 と財 産 を守 るこ とだけ を考 えて いる小心 な人物で あ り,彼




この物語 の悲劇的結 末 は,あ る意味 では,こ れ らの人物 のpassionの働
きに よって生 み出 され た もの と も言 える。 ス コッ トは,passionを,人間
の判断 を誤 ま らせ る,心 の中 の非 合理 的 な側 面 か ら生 まれ る もの と見 てお
り,人 間 の外 に存 在す る悪魔 よ り,も っ と恐 ろ しいものだ と考 えて いる。
例 えば,Ravenswoodの復讐 に対す るpassionを,"thismonstrous
passion"と呼 び,心 の中 にひ そむ"onegreatgoodlysnake"だと言 っ て
いる(1,p.96)。また,暗 い塔 の中でただ一人復 讐 を誓 ったRavenswood
は,悪 魔 を呼 び出 した と も考 え られ ると言 った後,ス コ ッ トは次 の よ うに
言 って,passionの恐 ろ しさを説 いてい る。
 Alas! what fiend can suggest more desperate counsels, than 
those adopted under the guidance of our own violent and un-
resisted passions! (I, p. 33)
こ のpassionの働 き を 説 明 す る の に,こ の 物 語 で は,超 自 然 的 と 思 わ れ
て い る 世 界 の 人 物 が 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。 彼 ら は,人 間 の 心 の 中 に
あ る 欲 望 を 見 抜 く こ と が で き る 。 そ の 一 人 は,昔Ravenswood家 に 仕
え て い た 盲 目 の 老 婆"oldblindAlice"で あ る 。 彼 女 は,人 間 の 心 の 動 き
を読 み 取 る こ と が で き,将 来 の 出 来 事 を あ る程 度 予 測 す る 力 を持 っ て い る 。
そ の た め,そ の 地 方 で は,魔 女 と し て 恐 れ ら れ て い る 。 彼 女 は 自 分 の そ の
能 力 に つ い て,"ifmymortalsightisclosedtoobjectspresentwith
me,itmaybeIcanlookwithmoresteadinessintofutureevents."
(1,p.256)と言 っ て い る。 彼 女 は,SirAshtonに 対 し て,Ravenswood
に 気 を 付 け る よ う に と警 告 す る 。 ま た,RavenswoodがLucyと 共 に 彼
女 の 小 屋 を 訪 れ た 時,喜 ぶ ど こ ろ か,不 機 嫌 に な る 。Lucyを 追 い 返 し た
彼 女 は,Ravenswoodに,彼 女 と の 恋 は"fatallove"だ と 言 っ て,彼 女
の こ と を あ き ら め る よ う に と 忠 告 す る 。 そ し て,"Iwouldshield,were
itinthepowerofthiswitheredhand,theAshtonsfromyou,and
youfromthem,andbothfromtheirownpassions・"(1,P・257)と
言 う。 彼 女 は,恋 のpassionが 悪 い も の だ と 言 っ て い る の で は な い 。
ノ
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それ ぞれの人 物 の性格 と,passionの向 か う方 向 を知 りつ くした彼 女 は,
この恋 が危 険 な もので あることを感 じと り,彼 らのpassionに対 して警
告 を発 したの で あろ う。
Ravenswoodは,一時 は彼 女の忠 告 に従 お うど決 心す る。 しか し,
Mermaiden'sWellでLucyに会 った彼は,結 局 彼女 と婚約 をかわす こ とに
な る。 その た め,そ れ を知 ったLadyAshtonの怒 りと,彼 に対す る憎悪
をか りた て,彼 女 に侮辱 され,城 か ら追 い返 されて しま う。 その帰 り道,
その泉 に さし かかった彼 は,Aliceの幽霊 に出会 う。 彼 は,婚 約 の時 に
Lucyがす わ っていた場 所 にAliceの姿 を見 る。目が見 えず,体 も不 自由な
彼 女 が,一 人 で こんな所 にい るはず がない といぶか る彼 に向 かって,彼 女
は何 か を言 お うと して いる。 しか し,彼 には何 も聞 こえず,近 づ こ うとす
ると,そ の姿 は消 えて しま う。Aliceの小屋 に かけつ けたRavenswood
は,彼 女 がた った 今死 んだ ことを知 らされ る。彼 女 は,死 ぬ間際 に も,彼
に何 か忠告 を した がっ ていた と言 う。 ス コ ッ トは,こ の超 自然的現象 につ
いて,は っき りと説明 することを避 け,それ が"thecreationofaheated
andagitatedimagination"(II,p.27)かも知 れ な い とだ け 言 って い
る。Ravenswoodはこの時,LadyAshtonの侮辱 に傷 つ け られ,や は り
Aliceの忠 告 に従 って お くべ きだった とい う後悔 と自責 の念 にか られて い
る。彼 の その よ うな錯乱 した精神状態 が,彼 に忠告 しよ うとするAliceの
姿 を見 させ たの か も知 れない。
この幽霊の 出現 を境 に,物 語は超 自然 的 な雰 囲気 が支配 的 となる。Alice
の葬式の 準備 を す るため に,三 人の薄 気 味 の 悪 い 老婆 が かけつ ける。
Ravenswoodは,彼女 らに会 って,三 人の魔 女 に出合 ったMacbethのよ うな
気持 ちに なる。 中で も,三 人の中 の最 年長 の,AilsieGourlayと呼 ば れる
老婆 は,重 要 な役割 を果 たす。彼女 は,予言能 力 を持 ってお り,Ravenswood
に会 った時,仲 間 の一 人 に,彼 は まと もな死 に方 をせず,彼 の葬 式 も行 な
われ ることはないで あ ろ うと言 う。 また.彼 女 は,LadyAshtonに たの
まれて,Lucyの 気持 ちを変 えるために彼女 に精神的迫害 を加 える。 そ し
80ス コッ トの非合理的世界
て,彼 女 とBucklawとの結婚式 の時,彼 女の命 が永 くない こと を予 言 す
る。 さらに,Lucyの 葬 式 に現 われ たRavenswoodを見 て,彼 もま た ,
ま もな く死 ぬだ ろ うと言 う。 これ らの予言 は,す べ てその通 りに実現 され
る ことにな る。
も ちろん彼 女は魔 女で はない。彼女 もAliceと同 じよ うに,永 年の人 生
経験 か ら,人 間の心 の中のpassionを見抜 く力 を持 って いる。 ス コ ッ トは,
彼女 の この能 力は,"someknowledgeofthehumanheartandpassions"
(II,P.114)から来 るものだ と言 ってい る。LucyとRavenswoodの精
神状態 を見 て,彼 女 は二人 の死 を予測 したの であろ う。
また,彼 女 は,Lucyの狂 気 の原因 が,母 親 の異常 なまでの 精神 的迫害
で あるこ とを知 って い る。RavenswoodとLucyとの結婚 は,Ashton家
に とって,政 治的 に も,財 産 を守 るとい う点 か らも,都 合の良 い ことば か
りなの であ る。LadyAshtonの反対 は,た だRavenswoodに対 す る偏 見
と憎 しみに よる もの であ る。SirAshtonは,この よ うな妻 の行動 にっ い
て,"itwouldbetheactofamadwoman!"(1,P.239)と言 って い る
が,彼 女 の行動 は事実狂気 に近 い。AilsieGourlayは,LadyAshtonが
"





と 言 い,彼 女 の 異 常 な ま で のpassionの 力 が,悪 魔 よ り も恐 ろ し い も の
で あ る こ と を 強 調 し て い る 。 ま た,Lucyの 葬 式 の 時,仲 間 に,こ の 事 件
に は 悪 魔 が 介 在 し て い る の で は な い か と き か れ て,彼 女 は そ れ を 否 定 す る 。
そ して,部 屋 の 肖 像 画 が い つ の 間 に かMalisiusdeRavenswoodの も の
に か え ら れ て い た こ と に つ い て,そ の 絵 が 現 わ れ た の は,人 々 に"pride"
に 対 す る 警 告 を与 え る た め だ と 説 明 す る 。 魔 術 に 精 通 し て い る と 信 じ ら れ ,
非 合 理 的 世 界 の 代 表 と も言 え る 彼 女 が,こ の 物 語 で は,人 間 の 心 の 中 の 悪
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魔,つ まり非 合理 的 な側 面 を説明す る役割 を負 わ されてい る。
結末 の部分 で,狂 気 に近 い行動 を示す入物 が もう一入 いる。 それは,
Lucyに裏切 ら れた と信 じ込 み,絶 望的 となっ たRavenswoodである。彼
は,LucyとBucklawと の婚約 の場 面 に突然現 われるが,Lucyの 心理
状態 と健 康状 態 が正 常 な ものでは ない ことを見抜 くこ とがで きず,彼 女 の
裏切 りを責 め,激 しくのの しって立 ち去 る。Lucyは この ため に完全 に正
気 を失 い,婚 礼の夜,Bucklawを刺 し,自 分 も死 ん で しま う。彼 女 を狂気
に追 いや った のは,RavenswoodとLadyAshtonの,激しいpassion
に かられた,狂 気 に近 い行動 で あると言 えよ う。
Ravenswoodの死 もまた,狂 気 によるもので ある。物 語 の中頃 に,Thomas
theRhymer作と言 われ る,不 気味 な予言 の詩 があ らわれる。 それは,
Ravenswoodの城 に向 かお うとす るRavenswoodに,召使 いCalebか
ら告 げられる。
When the last Laird of Ravenswood to 
     Ravenswood shall ride, 
And woo a dead maiden to be his bride, 
He shall stable his steed in the Kelpie's flow, 
And his name shall be lost for evermoe! (I, p. 234)
Ravenswoodはこれ を,迷 信 だ と して,信 じない。 そ して,"whyany
maninhissensesshouldstableasteedthere-"と,正常 な神経 の
持 ち主 が,そ んな こと をす るはず がない と言 う。 しか し,Lucyの死 によっ
て,彼 女の本 当の気持 ちを知 らされた彼 は,錯 乱 した精神状態 の まま,彼
女 の兄 との決 闘の場 所 に向 かい,こ の詩 の通 りに,流 砂 の中 に馬 と共 に巻
き込 まれて しまう。
この物 語の後半部 分 は,魔 女や悪 魔 が現実 の事件 を引 き起 こ した かの よ
うな印象 を与 える。 しか し,ス コ ッ トは,は っ きりとそれ を否定 して いる。
これ らの要素 は,人 間 の心 の中の欲望 や感情 との関係 において描 かれて お
り,人 間の心 の非合理 的 な面の恐 ろ し さを説 明す るの に使 われてい る。
82 スコットの非合理的世界
ス コ ッ トの小 説 につ いて論 じる時 ,常 に問題 とな るの が,彼 の 「二 面性」
(duality)一つ まり,合 理 的 な側 面 とロマ ンテ ィックな側面 一 で あ るが
,
それは,超 自然的 な もの に対す る彼 の態度 にも現 われて いる。彼 は ,魔 術
や魔女,神 秘 学 な どに対 して,深 い興 味 と知識 を持 って いた。4)しか し,
そのよ うなロマ ンテ ィ ックな興味 と共 に,そ れ らを学問 的 に研究 し,無 知
か ら来 る迷 信 や不必要 な恐怖 を取 り除 こ うとす る合理的 な態 度 も示 してい
る。 そ して,彼 の小 説の ほ とん どにおいては,こ れ らの要素 は ,あ ま り大
きな役割 を果 た して い ない。 その意味 で も,こ の作 品は,例 外的 なもの と
言 えよ う。
この作 品 におけ るス コッ トは ,超 自然的要 素の使用 に関 して,特 別の注
意 を払 って いる。彼 は,当 時流行 した ゴ シック小 説 の氾濫 に,少 々辟 易気
味 であ ったよ うに思 われる。 彼 は,こ れ らの要 素 を,た だ読 者 を驚 かせ ,
恐怖 を与 え るた めだ けに使 っては いない。 また,ラ ドクリフの よ うに,そ
れ らを合理的 に説明 し尽 くして しま うよ うなこ とも していない。彼 は ,こ
れ らの非 合理的 要素 を,人 生 や人間 の運命 の,ま た,人 間 の心 の 中の ,非









3)Textか ら の 引 用 は す べ て,WaverleyNovels,"BorderEdition" ,ed.
AndrewLang(London:JohnC.Nimmo,1892-4),48volsの 中 の ,
vol,XIV,XVのTheBrideofLammermoorに よ る 。 こ こ で は ,
vQl.XIVを1,vol,XVをIIと し た 。
4)ス コ ッ トは,LettersonDemonologyα 掘Witchcraft(1830)と い う ,
悪 魔 学 と 魔 術 に つ い て の 本 を 書 い て い る 。
